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とが分かった （ ）。 1
型式については、基本的には時期を 段階に分け3
た順に、無堤有溝式―有堤式―無堤無溝式という
流れになっている （ ）脚台部に関しては、初期。 2
の透しは数が多く、大きさも大きく穿たれている
が、時代を追って少なくなっていき、Ⅴ期以降に



















































































パーンチカ神（ ）は、クシャン朝（ 世Pancika 1
紀～ 世紀）支配下の北西インドにおいて、彼の3
妻ハリティー女神（ ）と共にペア像としてHariti
表現され、豊饒と富をつかさどる夫婦像として
広く信仰されていた。しかし、パーンチカ神の
像容は多様であり、その像の成立の過程も、多
様性の原因も不明確なままであった。
バッホファーは、
パーンチカ・ハリテ
ィーペア像の原型
を、イラン系クシャ
ン民族の富の神であ
るファッロー神と、
豊饒をつかさどるア
ルドクショー女神の
ペア像であるとし、
多様性の原因を、こ
のペア像が北西イン
ドに既存した様々な
文化の影響を受けて
変化したためとした。彼の説を再検討するため
に北西インドにおけるファッロー・アルドクシ
ョーペア像を含めたパーンチカ・ハリティーペ
ア像を収集し、分類を行った結果、インド型、
パーンチカ・ハリティー像
西方型、クシャン型、ギリシャ・ローマ型の四
類型にペア像が分けられることが解った。この
なかでクシャン型のみファッロー神とのつなが
りを明らかに示すものの、その他の型には直接
の関連性はなかった。
そこで本論では、パーンチカ神は明確な原型
を持たず、北西インドに住む様々な文化背景を
持つ人々が、独自に豊饒のペア像という概念の
具現化を試みた結果、パーンチカ神の像容が多
様化したのではないかという仮説を立て、クシ
ャン型には見られないその他の型独自の持物、
特徴を分析し、その起源の考察を行った。分析
の結果、これまでクシャン型のファッロー像の
影響と見られていたインド型のパーンチカ像が
持つ槍は、軍神的な側面を象徴するのではなく
子供を護るという門番的な要素を示唆するもの
だと解った。ギリシャ・ローマ型の酒盃は、コ
インのファッロー像の持つ器が転じたものでは
なく、ヤクシャとバッカスの混交から生じた豊
饒のシンボルであることが、この型の背景に表
現される樹林から導き出された。これらの持物
は、インド固有の概念及びインドとヘレニズム
の概念の融合に起源が求められ、クシャン族の
影響は見られなかった。分類の結果とこの考察
から、クシャン型に対するその他の型の独自性
が明らかになり、本論の仮説の整合性が確かめ
られた。同時にパーンチカ像の消滅の原因につ
いても考察を行った。パーンチカ単体像の分析
と文献史料の考察の結果、豊饒のペア像の具現
化は極めて女性像に依存した形でなされ、男性
像であるパーンチカの存在意義は希薄なもので
あったことが解った。このことは、インドのパ
ーンチカ神の概念を最も強く反映していて、本
来の意味でパーンチカ神であるといえるインド
型も例外ではなかった。はじめは職能を持って
いなかったパーンチカ神は、ハリティー女神が
豊饒と多産の職能を持ったことで、子供と家族
を護る職能が付加された。しかし、各型のペア
像の統合が進む中で、インド型には見られなか
った金銭的な富をつかさどる職能をパーンチカ
が担うようになった。その結果、ハリティー女
神は単独で子供を護る神となり、富の神となっ
たパーンチカは、インドに既存した財宝神であ
るクベーラ神にその職能を吸収されて存在意義
を失い、クシャン朝以降に図像化されることが
無くなるのである。豊饒のペア像の概念につい
ては、その起源などは断定できないが、北西イ
ンドという様々な文化の混交する地で、豊饒の
ペア像を具現化するという大きな美術的な流れ
が生まれたのは間違いないだろう。
